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東北生活文化大学  

 

Ⅰ 認証評価結果  

 

【判定】 

評価の結果、東北生活文化大学は、日本高等教育評価機構が定める大学評価基準に適合

していると認定する。   

  

Ⅱ 総評  

  

「基準１．使命・目的等」について 

 大学は、明治 36(1903)年創立の東北女子職業学校、昭和 33(1958)年創立の三島学園女

子大学へと継承されてきている建学の精神及び教育理念を発展的に受継ぎ、現在に至って

いる。「高い知識と技倆を修め、常に文化創造に寄与する清く、正しく、健全な人間の育成

を目指す」という建学の精神及び教育理念は、「地域の暮らしをデザインする力を育む大学」

と具体的に示され、全教職員に周知が図られている。これらは、「将来構想検討委員会」な

どで検討・協議され、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリ

シーの策定に生かされている。平成 23(2011)年度に組織改革が実施され、学長のリーダー

シップのもとに運営会議及び「8 室」（総務、将来構想、評価、広報入試、学務、学生支援、

図書館、保健センター）を組織化するとともに、学長面談の実施など大学運営の弾力化を

図る改革がなされた。 

「基準２．学修と教授」について 

大学の教育の特色を建学の精神と教育理念を踏まえ、実践力のある社会人の育成とし、

2 学科・2 専攻ごとに入学者受入れの方針を定め、学内外に周知し入試データを公表して

いる。学生確保を目指し、「広報・学生募集委員会｣及び｢入試委員会｣でその対策を進めて

いる。 

教育課程は、「幅広い教養、豊かな人間性の涵養」の基礎を培うための学部共通教養科目、

家政学部における家政学の根幹を学修する学部基幹科目、専門領域の知識・技術を深める

学科・専攻科目、学部共通の導入科目などを体系的に編成している。また、学科・専攻ご

とにクラス担任を置き、学修と生活面での個別指導を事務部と連携して行っている。 

「就職支援センター」は、キャリア形成と就職指導を適切に行っている。「評価室」は、

教育目的達成状況調査の結果に基づく「FD 活動報告書」を作成し、各部署での PDCA に

活用している。 

学生の健康管理と学生及び教職員のハラスメント対策は各部署で適切に実施している。

教員の採用・任用・昇任は、規定が整備され適切に運用されている。校地・校舎は、設置

基準を上回る十分な面積を有し、図書館などの教育環境の整備と適切な運営など管理がな

されている。東日本大震災を契機に災害時における行動基準を策定し、「防災カード」を全

学生に配付し、常時携帯するよう促している。 

「基準３．経営・管理と財務」について 

 大学の使命・目的に基づいた継続的な経営努力を続けている。法人運営及び大学運営に
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ついては、関連する法令などを遵守しており、教育情報及び財務情報などの経営情報を公

表している。大学の運営と業務執行は、学長のもとに適切な権限の分散と責任の明確化に

配慮した「8 室」体制を組織し、リーダーシップを発揮しやすくするとともに、教職員の

連携、協働を容易にしている。財務状況は健全に推移している。 

環境保全及び人権、安全に関する学内諸規定は整備されているが、より充実した取組み

が期待される。理事会は、寄附行為に基づいて適切に運営されている。 

教学に関する意思決定及び審議機関が明確であり、学修者の要望、期待に応えていく体

制づくりを行っている。監事により学校法人の業務・財産の状況について意見が述べられ

ている。 

「基準４．自己点検・評価」について 

自己点検・評価については「東北生活文化大学自己点検・評価委員会規程」を定め、「自

己点検・評価委員会」が中心となり透明性を保持しつつ、適切に実施している。大学独自

の基準による自己点検・評価活動は、PDCA サイクルの実施、FD(Faculty Development)

活動、SD(Staff Development)活動などにおける個別的な自己点検・評価に加えて、3～4

年サイクルで総合的な自己点検・評価を実施している。また、「東北生活文化大学自己評価

報告書」「FD 活動報告書」「学生生活実態調査報告書」は、全教職員に配付されるほか、

図書館に常備し学生の閲覧も可能になっている。更に、各報告書の指摘事項は、教員個人、

各種委員会、「学務室」「学生支援室」「将来構想室」「評価室」などの各室で改善に資する

PDCA サイクルの実施の検討、各部署における PDCA に活用している。 

総じて、大学は建学の精神、教育の使命と目的の見直しを図り適切に教育研究活動に取

組んでいる。大学は東北地区を代表する生活文化を反映した学科を設置しており、今後そ

れをより特色化していく運営が期待される。 

なお、使命・目的に基づく大学独自の取組みとして設定されている、「基準 A.教員の教

育研究活動の活性化と支援」「基準 B.知的資源を活用した社会貢献活動」については、各

基準の概評を確認されたい。 
  

Ⅲ 基準ごとの評価  

  

基準１．使命・目的等  

 

【評価結果】 

基準 1 を満たしている。基準項目ごとの評価結果と理由については、以下に述べる。 

 

1－1 使命・目的及び教育目的の明確性 

 1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

 1-1-② 簡潔な文章化  

 

【評価結果】 

基準項目 1-1 を満たしている。 
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【理由】      

建学の精神に基づいた大学の使命・目的は、「東北生活文化大学学則」第 1 条に「三島

学園建学の精神に基づいて、我が国の生活文化の向上を図るため、学術の中心として、幅

広い教養を授けるとともに、深く生活と文化に関する専門の学芸を教授研究し、知的、道

徳的及び応用的能力を展開させ、社会に貢献する人間性豊かな人材を育成することを目的

とし、使命とする」と明確に定められている。それに基づき、家政学分野の「実践教育」

と「美術教育」による「生活と美の融合」を目指すことを教育目標としている。 

また、現代における建学の精神と大学の使命・目的及び教育目的の再構成・再確認が平

成 23(2011)年度から行われ、その意味・内容は教育方針として、具体的かつ簡潔に文書化

されている。 

 

1－2 使命・目的及び教育目的の適切性 

 1-2-① 個性・特色の明示 

 1-2-② 法令への適合 

 1-2-③ 変化への対応 

 

【評価結果】 

基準項目 1-2 を満たしている。 

 

【理由】 

 大学の使命・目的は、大学を取巻く環境への変化に対応し、加えて東北という地域を考

慮した学修を展開し、建学時からの個性・特色を明示し、堅持している。また、学校教育

法、教育基本法、設置基準などに適合している。 

平成 24(2012)年には、「将来構想検討委員会」にて、使命・目的を従前の建学の精神を

もとに検討・作成するなど、変化への対応を図る努力がされている。 

 

1－3 使命・目的及び教育目的の有効性 

 1-3-① 役員、教職員の理解と支持 

 1-3-② 学内外への周知 

 1-3-③ 中長期的な計画及び 3つの方針等への使命・目的及び教育目的の反映 

 1-3-④ 使命・目的及び教育目的と教育研究組織の構成との整合性 

 

【評価結果】 

基準項目 1-3 を満たしている。 

 

【理由】 

 学内諸委員会及び教授会などで討議し、全教職員の支持を得て決定した大学の使命・目

的は、学園報・学園要覧・大学要覧・大学案内・学生便覧などの各種の印刷物、ホームペ

ージで公開している。また、地域と連携した教育研究活動を展開し、使命・目的を学外に

周知させる努力をしている。 



東北生活文化大学 

4 

三つの方針（ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシー）

は、再構成・再確認をした大学の使命・目的をもとに平成 25(2013)年度に新たに決定され

た。長期的将来構想は、「TSB ビジョン懇談会」で検討されている。 

平成 23(2011)年度に、大学の運営体制を刷新し、学長のもとに運営会議を設置し、その

執行組織として総務室、将来構想室などの「8 室」を設置するなど、大学の使命・目的を

より明確に、弾力的に執行するための組織改革が行われている。教育研究組織は、大学の

資源を有効活用しながら、社会から要請される教育に応えられるように整備されている。 

 

【優れた点】 

○建学の精神、大学の基本理念と使命、教育方針、教職員の使命と役割を記述した教職員

必携のリーフレットを作成し、教職員に周知している点は、評価できる。 

 

基準２．学修と教授 

 

【評価結果】 

基準 2 を満たしている。基準項目ごとの評価結果と理由については、以下に述べる。 

 

2－1 学生の受入れ 

 2-1-① 入学者受入れの方針の明確化と周知 

 2-1-② 入学者受入れの方針に沿った学生受入れ方法の工夫 

 2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

 

【評価結果】 

基準項目 2-1 を満たしている。 

 

【理由】 

アドミッションポリシーは、実践力を備えた社会貢献できる人材育成を目指す教育課程

の具現化を図るために、明確に設定されている。また、「入学試験要項」、大学ホームペー

ジ上に明記するとともに、高校訪問、高等学校教員を対象とした入試説明会、オープンキ

ャンパスなどで説明するなど、広く周知を図っている。 

学生受入れ方法については、一般入試、推薦入試、自己推薦入試、AO 入試など多様な

方法により工夫がされ、受験生が各自にふさわしい入学試験を選択できる体制が整ってい

る。 

大学全体の収容定員充足率は、概ね適正である。定員割れの専攻については、「広報・学

生募集委員会｣及び｢入試委員会｣で、学生確保に向けた対策が進められている。 

 

2－2 教育課程及び教授方法 

 2-2-① 教育目的を踏まえた教育課程編成方針の明確化 

 2-2-② 教育課程編成方針に沿った教育課程の体系的編成及び教授方法の工夫・開発 

 



東北生活文化大学 

5 

【評価結果】 

基準項目 2-2 を満たしている。 

 

【理由】 

教育課程は、カリキュラムポリシーをもとにして学部基幹科目、専門領域の知識・技術

を深めるための学科・専攻科目、学部共通の導入科目など体系的に編成されている。また、

学生便覧や大学要覧、ホームページなどの広報活動により、周知を図っている。 

授業内容・方法の工夫として、平成 25(2013)年度より事前学修・事後学修など、具体的

に学修内容をシラバスに記載している。免許・資格取得に対しては、その概要を取得資格・

受験資格・目標資格の三つに大別し、専攻別に作表することで具体的な目標が確認できる

ようにしている。また、成績評価も多様な方法（期末試験、小テスト、プレゼンテーショ

ンなど）を取入れ、学生の多様な資質評価に努めている。 

 

2－3 学修及び授業の支援 

 2-3-① 教員と職員の協働並びにTA(Teaching Assistant)等の活用による学修支援及び

授業支援の充実 

 

【評価結果】 

基準項目 2-3 を満たしている。 

 

【理由】 

少人数クラス制とともに平成 23(2011)年度から、各学科・専攻ごとにクラス 2 人担任制

を実施している。学生一人ひとりの目標に合わせた体系的な学修ができるようにするとと

もに生活面でのアドバイスも加えて細やかに個別指導を行っている。また、クラス担任は

「学友会総会」での要望聴取及び「学生生活実態調査」などを通して学生の意見をくみ上

げ、学修及び授業支援に反映させている。教員免許状や管理栄養士など各種資格取得を支

援するために平成 24(2012)年度に「公的資格取得支援センター」を設置し、公的資格を取

得する学生の支援と教育の充実化を進めている。 

教員と職員の協働に関しては、各種委員会は全てにおいて各学科・専攻の教員と関係部

署の職員が構成員となるなど、協働で取組むシステムが確立しており、大学運営の円滑化

を図っている。 

 

【参考意見】 

○オフィスアワー制度が設定されていないので、全学的な実施が望まれる。 

 

2－4 単位認定、卒業・修了認定等 

 2-4-① 単位認定、進級及び卒業・修了認定等の基準の明確化とその厳正な適用 

 

【評価結果】 

基準項目 2-4 を満たしている。 
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【理由】 

ディプロマポリシーの明確化・明示化がされ、単位認定、進学及び卒業認定などの基準

については、「東北生活文化大学学則」その他関係規定にその基準が示されている。学生便

覧には単位の認定、進級・卒業修了要件に必要な基準が明示され、その運用が適切に図ら

れている。また、他大学における既修得単位の認定単位数は、学則で定める一定の単位数

を超えない範囲で適切に運用されている。 

 

【参考意見】 

○一部の科目について成績評価方法が明示されていないので、全科目の成績評価方法を明

示することが望まれる。   

    

2－5 キャリアガイダンス 

 2-5-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する指導のための体制の整備 

 

【評価結果】 

基準項目 2-5 を満たしている。 

 

【理由】 

大学では、平成 24(2012)年度から新たにキャリア形成科目群をつくり、「スタディスキ

ルズ」「ライフデザイン」「キャリア開発」「キャリアサポート」などの授業科目や「インタ

ーンシップ実習」などを体系的に設定し、実施する体制が整えられている。更に、就職や

進学に対する相談・助言体制として、「就職支援センター」の職員、クラス担任が相談を受

けるほか、一般的な職業意識を高めるためハローワーク職員の支援を受入れるなど学内体

制が整えられている。具体的な指導として問題集・ドリル形式の勉強を実施、エントリー

シートや履歴書の書き方など細やかな指導や社会進出を支援するため「三島学園産学連携

協議会」を組織し、学生、担任、「就職支援センター」と連携をとってサポートしている。 

 

2－6 教育目的の達成状況の評価とフィードバック 

 2-6-① 教育目的の達成状況の点検・評価方法の工夫・開発 

 2-6-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての評価結果のフィードバック 

 

【評価結果】 

基準項目 2-6 を満たしている。 

 

【理由】  

教育目的達成状況の点検・評価方法として、学生による授業評価アンケート、公開授業、

学生の修学状況に関するアンケート、教育環境に関する学生の満足度調査など「学生生活

実態調査」を行い、その評価結果は「学生生活実態調査報告書」及び「FD 活動報告書」

にまとめ、教職員全員に配付し、学生にも図書館で自由に閲覧できるようになっている。 
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また、「FD 活動報告書」には、授業ごとの評価アンケートの集計結果や、公開授業の実

施報告なども記載され、それらをもとにした授業担当教員の結果の考察と今後の対応など

が記述され学修指導の改善を図っている。 

 

2－7 学生サービス 

 2-7-① 学生生活の安定のための支援 

 2-7-② 学生生活全般に関する学生の意見・要望の把握と分析・検討結果の活用 

 

【評価結果】 

基準項目 2-7 を満たしている。 

 

【理由】 

学生生活への支援充実を図るため、全学生を対象にクラス担任による面談を実施し、学

生の実態把握に努めるほか、新入生へのサポート、学生活動を支援する学友会、後援会な

どの学生支援を図る組織体制が適切に整備され運営されている。学生の健康管理面では、

「保健管理センター」が所掌して各種の活動を実施している。学生の心の問題のケア、心

的支援、生活相談は「学生相談所」が行うほか、学生及び教職員の各種のハラスメント対

策は、「学生支援室」「学生相談所」が担当している。学生に対する経済的支援は、日本学

生支援機構奨学金のほか、大学独自の奨学金制度が設けられている。学生の社会進出を支

援する「三島学園産学連携協議会」が「就職支援センター」と有機的に連携し支援をして

いる。 

 

2－8 教員の配置・職能開発等 

 2-8-① 教育目的及び教育課程に即した教員の確保と配置 

 2-8-② 教員の採用・昇任等、教員評価、研修、FD(Faculty Development)をはじめとす 

     る教員の資質・能力向上への取組み 

 2-8-③ 教養教育実施のための体制の整備 

 

【評価結果】 

基準項目 2-8 を満たしている。 

 

【理由】 

設置基準を上回る教員を確保し、大学の専門課程に重点を置いた教員を配置している。

また、管理栄養士養成施設として必要な教員を配置している。 

教員の年齢構成については、若手教員の養成を目指した人事を現在進めている。教員の

採用・任用・昇任については、規定が整備され適切に運用されている。    

教員は、「FD 委員会規程」に則り実施される授業アンケート調査、学修状況の調査を

実施するほか、各種学会、研修会などに参加するなどして資質・能力を向上させる努力を

続けている。 

教養教育の教育課程は、「学部共通教養科目」として設定され、「基礎教育検討委員会」
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が中心となって教養教育のあり方について検討している。また、教務委員会の審議と教授

会の承認を得て教育課程の改善を行っている。 

 

【参考意見】 

○兼任教員の授業アンケート調査、学修状況の調査の実施を任意制としているため、専任

教員同様に実施するよう検討が望まれる。 

 

2－9 教育環境の整備 

 2-9-① 校地、校舎、設備、実習施設、図書館等の教育環境の整備と適切な運営・管理 

 2-9-② 授業を行う学生数の適切な管理 

 

【評価結果】 

基準項目 2-9 を満たしている。 

 

【理由】 

校地・校舎は設置基準を上回る十分な面積を有しており、学部共通の講義室、学科専用

の講義室・実験・実習室、PC 教室、図書館、「百周年記念棟ホール」「顕彰館」など教育

環境の整備と適切な運営・管理がなされている。また、学内組織及び外注委託管理会社に

より安全管理などに関わる維持・管理が適切になされている。 

図書館は適切な規模を有しており、かつ教育課程を反映した学術情報資料を確保し、利

用者に配慮した運営を行っている。 

東日本大震災を契機に災害時における行動基準を策定し、「防災カード」を全学生に配付

し、常時携帯するように促している。授業における学生数は大学の特色とする少人数教育

を実施するに適したものになっている。 

 

【参考意見】 

○中長期計画の策定の際にバリアフリー及び耐震補強対策に関わる内容を策定することが

望まれる。 

 

基準３．経営・管理と財務 

 

【評価結果】 

基準 3 を満たしている。基準項目ごとの評価結果と理由については、以下に述べる。 

 

3－1 経営の規律と誠実性 

3-1-① 経営の規律と誠実性の維持の表明 

3-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

3-1-③ 学校教育法、私立学校法、大学設置基準をはじめとする大学の設置、運営に関

連する法令の遵守 

3-1-④ 環境保全、人権、安全への配慮 
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3-1-⑤ 教育情報・財務情報の公表 

 

【評価結果】 

基準項目 3-1 を満たしている。 

 

【理由】 

教育基本法及び学校教育法を遵守し、同法に従って経営することを寄附行為で表明して

いる。そして、寄附行為に基づいて法人運営及び大学運営を行っている。使命・目的につ

いては時代と社会の変化を受けて再設定しており、継続的な努力をしている。また、教育

情報及び財務情報などの経営情報を公表している。 

更に、組織倫理に関する規定及び環境・人権・安全に関する学内諸規定を整備し、それ

に基づいて対応している。 

 

3－2 理事会の機能 

3-2-① 使命・目的の達成に向けて戦略的意思決定ができる体制の整備とその機能性 

 

【評価結果】 

基準項目 3-2 を満たしている。 

 

【理由】 

理事会は、「学校法人三島学園寄附行為」及び「学校法人三島学園寄附行為施行細則」に

基づいて運営され、使命・目的の達成に向けて戦略的意思決定ができる体制を整備し、適

切に機能させている。 

理事は、「学校法人三島学園寄附行為」の理事に関する選考規定に基づいて選考されてお

り、理事の定例理事会への出席率も良好である。 

 

3－3 大学の意思決定の仕組み及び学長のリーダーシップ 

3-3-① 大学の意思決定組織の整備、権限と責任の明確性及びその機能性 

3-3-② 大学の意思決定と業務執行における学長の適切なリーダーシップの発揮 

 

【評価結果】 

基準項目 3-3 を満たしている。 

 

【理由】 

教育に関わる学内意思決定の組織が整備され、大学の意思決定と業務執行において学長

の適切なリーダーシップが発揮できる体制が整備されている。 

教学に関する意思決定機関又は審議機関の組織上の位置付けは、明確である。また、教

育に関わる学内意思決定機関の組織も整備を図り、大学の使命・目的及び学修者の要求に

対応できるように努力している。 

 



東北生活文化大学 

10 

3－4 コミュニケーションとガバナンス 

3-4-① 法人及び大学の各管理運営機関並びに各部門の間のコミュニケーションによる

意思決定の円滑化 

3-4-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックによるガバナンスの機能性 

3-4-③ リーダーシップとボトムアップのバランスのとれた運営 

 

【評価結果】 

基準項目 3-4 を満たしている。 

 

【理由】 

意思決定において、管理部門と教学部門をはじめ、各管理運営機関及び各部門間の連携

を推進しているとともに、法人と大学の管理運営機関が相互チェックする体制を整備し、

対応している。 

監事については、監事の選考に関する規定を整備し、それに基づいて対応している。監

事は理事会に出席し、学校法人の業務及び財産の状況について意見を述べる体制ができて

いる。 

評議員会は、寄附行為に基づいて開催されている。評議員の選考に関する規定を整備し、

それに基づいて対応しており、評議員の評議員会への出席状況も適切である。 

トップのリーダーシップを発揮できる体制が整備されているとともに、教職員の提案な

どをくみ上げる仕組みを整備し、法人の運営の改善に反映させている。 

 

3－5 業務執行体制の機能性 

3-5-① 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した組織編制及び職員の配置による業

務の効果的な執行体制の確保 

3-5-② 業務執行の管理体制の構築とその機能性 

3-5-③ 職員の資質・能力向上の機会の用意 

 

【評価結果】 

基準項目 3-5 を満たしている。 

 

【理由】 

理事長を補佐する体制は、「学校法人三島学園寄附行為」及び「学校法人三島学園寄附行

為施行細則」に定められ、適切に運用されている。また、事務組織については、「学校法人

三島学園組織運営規程」に基づいており、各部署の業務の分担については、同規定のほか、

「学校法人三島学園事務分掌規程」が整備されている。 

法人の業務執行体制は、理事長から法人事務局長のラインに連なる 2 部 5 課からなる法

人事務局と、理事長から学長のラインに連なる 4 課からなる大学・短期大学事務部が事務

組織の基本骨格を形成し、後者のラインには総務室、将来構想室などの「8 室」が置かれ

て教学部門を支援する組織となっている。使命・目的を達成するための事務体制及び業務

執行の管理体制を構築し、それに基づいて対応している。 
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日常の業務執行体制は概ね整備されており、日常的な事務の遂行に必要な職員を確保し、

適切に配置している。 

SD については、平成 25(2013)年度に「評価室」に設置されていた「SD 委員会」を廃

止し、法人全体で取組めるような学園全体の SD 活動を推進している。 

 

3－6 財務基盤と収支 

 3-6-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

 3-6-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

 

【評価結果】 

基準項目 3-6 を満たしている。 

 

【理由】 

大学の収支バランスは均衡を欠いているものの、学校法人全体の帰属収支差額は堅調に

推移している。 

安定した財政基盤を築くため、理事会の審議機関である「三島学園組織運営検討委員会」

をはじめ、大学に設置された「将来構想検討委員会」及び学長の諮問懇談会である「TSB

ビジョン懇談会」により将来構想について検討が行われ、教職員協働体制で、教学面の将

来構想を踏まえた中長期計画に着手している。 

外部資金の導入に当たっては、補助金収入・寄附金収入などの獲得に努力している。 

 

【参考意見】 

◯収支状況の改善のため、中長期の財務改善計画について、今後できるだけ早期に策定す

るとともに、その計画を法人全教職員と共有していくことが望まれる。 

 

3－7 会計 

 3-7-① 会計処理の適正な実施 

 3-7-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

 

【評価結果】 

基準項目 3-7 を満たしている。 

 

【理由】 

会計処理は、学校法人会計基準、「学校法人三島学園経理規程」などに基づき、適切に処

理されている。 

 会計監査は、監査法人と学園の監事により年間を通じて適切に実施されている。 

監事の監査は、「学校法人三島学園監事監査規程」に基づいて行われ、監査法人と意見交

換を行うなど監査法人と緊密に連携し、それぞれが行う監査が適正かつ効率的に行われて

いる。 

また、監事は、理事会や評議員会に毎回出席し、理事会運営及び法人の業務の監査につ
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いても適切に実施している。 

 

基準４．自己点検・評価 

 

【評価結果】 

基準 4 を満たしている。基準項目ごとの評価結果と理由については、以下に述べる。 

 

4－1 自己点検・評価の適切性 

 4-1-① 大学の使命・目的に即した自主的・自律的な自己点検・評価 

 4-1-② 自己点検・評価体制の適切性 

 4-1-③ 自己点検・評価の周期等の適切性 

 

【評価結果】 

基準項目 4-1 を満たしている。 

 

【理由】 

大学の自己点検・評価は、「東北生活文化大学学則」に、「教育研究水準の向上を図り、

大学の目的及び社会的使命を達成するため」であると規定し、「教育課程と教育方法の適切

性」「学生の学習状況の把握と履修指導及び授業評価」「学生生活及び学生の学内外の諸活

動への支援」という 3 点の重視すべき点検・評価項目を挙げ実施している。 

また、「東北生活文化大学自己点検・評価委員会規程」が定められ、活動は当該委員会を

中心としながらも、広く教職員の協働により行うことを原則とした体制が整備され、適切

に実施されている。 

自己点検・評価活動は、毎年実施されている PDCA サイクルや FD 活動、SD 活動など

における個別的な自己点検・評価に加えて、3・4 年サイクルで総合的な自己点検・評価を

実施し、「東北生活文化大学自己評価報告書」を作成している。 

  

4－2 自己点検・評価の誠実性 

 4-2-① エビデンスに基づいた透明性の高い自己点検・評価 

 4-2-② 現状把握のための十分な調査・データの収集と分析 

 4-2-③ 自己点検・評価の結果の学内共有と社会への公表 

 

【評価結果】 

基準項目 4-2 を満たしている。 

 

【理由】 

自己点検・評価に求めている、資料・データ、アンケート調査結果などは、大学の各委

員会、各部署で随時収集、分析、検討を重ねたものであり、教育や管理、運営の状況を把

握する上で適切な資料である。また、各委員会活動の PDCA サイクルが共有されており、

PDCA サイクルに基づく評価は学長のリーダーシップのもとに運営会議が主導して行っ
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ており、透明性が高いものである。 

「東北生活文化大学自己評価報告書」「FD 活動報告書」（授業評価を含む）、「学生生活

実態調査報告書」などは全教職員に配付されるほか、図書館に常備して学生の閲覧も可能

になっている。また、「東北生活文化大学自己評価報告書」は、大学のホームページに公表

され、他大学へも送付されている。 

 

4－3 自己点検・評価の有効性 

 4-3-① 自己点検・評価の結果の活用のための PDCA サイクルの仕組みの確立と機能性 

 

【評価結果】 

基準項目 4-3 を満たしている。 

 

【理由】 

「東北生活文化大学自己評価報告書」などで指摘された事項は、各教員個人、各委員会、

教務課、学生課、法人事務局などの部署で随時改善に努めている。 

自己点検・評価の課題、改善すべき事項を活用するための全体的な PDCA サイクルの仕

組みを確立し、各委員会により年間活動計画の策定、実施、実施状況の把握、課題とその

改善方策の検討などを行う体制が整えられている。 

 

大学独自の基準に対する概評 

 

基準Ａ．教員の教育研究活動の活性化と支援 

 

A－1 教育研究活動における教員の使命の共通理解 

 A-1-① 大学の使命・目的に即した教員の使命の共通理解 

 

A－2 研究活動の活性化と支援 

 A-2-① 若手教員の研究活動の支援 

 

【概評】 

建学の精神、教育の基本理念と使命・目的、大学を取巻く状況の理解、教育方針、ラー

ニングアウトカム、教職員の使命と責任などについて、平成 23(2011)年度に再確認、再構

成する中で現代に対応した教育研究の特色を「地域の暮らしをデザインする力を育む大学」

とし、全教職員で確認がなされている。 

教職員全員に学生の入学時から卒業時まで生活面及び学修面で支援を行う際の留意点な

どを記したリーフレットを配付し、学生力の育成について常に確認できる態勢づくり（エ

ンロールメント・マネージメント）を実施している。             

「外部資金委員会」を設置し、外部資金、特に科学研究費助成金の獲得に向けて啓発・

広報・周知作業を行っている。また、若手教員の研究活性化を促すために、平成 23(2011)

年度に「東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部研究奨励金」を制定し、50 歳以
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下の教員（またはグループ）に研究奨励金を交付している。 

更に受賞者には全教職員への「研究成果報告会」の開催を義務付けることにより、教員

の研究意欲の活性化に寄与していることは評価できる。 

 

基準Ｂ．知的資源を活用した社会貢献活動 

 

B－1 地域社会との連携による社会貢献活動 

 B-1-① 活動の方針、方策、運営体制の適格性 

 B-1-② 「地域連携事業」の実施実績 

 B-1-③ 「東日本大震災地域復興支援事業」の実施実績 

 B-1-④ 事業成果の学外及び学内への発信 

 

B－2 ファッションショーによる社会への情報発信 

 B-2-① 学生主催のファッションショー 

 B-2-② 大学祭におけるファッションショーの実施実績 

 B-2-③ 学外におけるファッションショーの実施実績 

 B-2-④ ファッションショーへの大学の支援 

 

B－3 ファッションカレッジによる被服教育 

 B-3-① 大学の特色を生かした高校生への教育 

 B-3-② 学生の協力 

 

B－4 デッサンセミナーによる美術教育 

 B-4-① ニーズに応えるデッサンセミナーの企画 

 B-4-② デッサンセミナーの実施実績 

 

【概評】 

地域連携委員会、広報入試室、学園広報課、他各部署などが連携した組織体制のもと、

地域と密接に連携した「地域連携事業」、東日本大震災を受けての「東日本大震災地域復興

支援事業」、建学の精神及び教育理念を明確に打出した「ワクワク 100 ぷろじぇくと」な

どを実施し、学生及び教員も積極的に参画している。その成果をホームページ、フェイス

ブックによるネット配信のほか、大学案内などの印刷物により学内外へ発信し周知に努め

ている。 

学生の自発的かつ自主的な取組みである学生主催のファションショーは、学外でも開催

するなど社会に広く公開され、大学の教育内容と関連深い「服による創造表現」を地域社

会に伝える貴重な場となっている。また、学内での「大学祭ファッションショー」は全学

的な規模で行われ、大学より種々の支援がされている。 

家政学科では、特色を生かして、高校生に被服に対する理解を深めるための「ファッシ

ョンカレッジ」を開催し、服飾文化専攻の教員や学生もボランティアとして参加している。 

生活美術学科では、知的資源を生かした高校生対象の「デッサンセミナー」を開催し、
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高等学校と大学との連携を図り、県内の美術教育の充実化に努めている。 



 

 

 



 

 

 


